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AJALT(公益社団法人 国際日本語普及協会）は、日本語を通して、文化や習慣を異

にする人々が互いに理解し合い共存しあう社会をめざして事業活動を進めています。

多様な学習者に対するきめ細かい効果的な日本語教育の実践

教材開発と出版活動

多様な現場経験に基づき、対象別教材を開発

対象別教え方講座の実施・海外の日本語
教師研修会の実施等

自治体及び国際交流団体等の主催する
日本語教師養成講座・ボランティア養成
講座の企画と講師派遣

対象別日本語教育の
企画と実施

地域在住の外国人に
対する支援、協力

教師養成プログラム
企画と実施

難民
年少者
外交官
ビジネスパーソン
技能実習生他

AJALTの主な事業



日本にいる難民

条約難民インドシナ難民

1978年～2005年 11,319人
ベトナム人 8,656人
カンボジア人 1,357人
ラオス人 1,306人

1982年～2021.3
認定者数 915人

2010年～2023.3現在 229人

2010年～2014年 タイ難民キャンプから受入れ
2015年～ マレーシアから受け入れ

第三国定住難民



日本の難民受け入れ

1978～2005年
1 インドシナ難民 閣僚了解 定住許可数 11,319人

（ベトナム8,656人・カンボジア1,357人・ラオス1,306人）

1982～2021年 915人
2 条約難民 難民認定

（ミャンマー、コンゴ、イラン、カメルーン、エリトリア、
エチオピア、スーダン、シリア、中国、イエメン、アフガンなど）

2010年9月～ 2022年10月
３ 第三国定住難民 閣僚了解 229人

（ミャンマー）
＊2010～2014年：タイ難民キャンプから／2015～マレーシアから受け入れ



難民に対する日本語教育
3つの基本方針

１．エンパワーメントの日本語教育

２．人間関係構築力を高める

３．自律学習能力を高める



①インドシナ難民 日本語学習者数

姫路定住促進センター 2149人
1979年12月～1996年3月（16年3か月）

大和定住促進センター 2090人
1980年2月～1998年3月（18年1か月）

国際救援センター 4640人
1983年4月～2006年3月（22年11か月）

計 8879人



学習期間と学習時間：
（４５/H）

開設当初

４２９時間

１９８７年

１９８８年

５７２時間

閉所まで



②条約難民コース 対象：条約難民とその家族 （希望者）

＜学習者の特徴＞
日本での生活が長く、仕事をしている人も多い。
国籍、母語、宗教が多岐にわたり、年齢層も幅広い。
学習背景や、学習スタイル、日本語力も様々。

主な出身国 ： ミャンマー、エチオピア、コンゴ
アフガニスタン、イエメン、シリア
スーダン、イラク、ブルンジ、
ウガンダ、中国（ウイグル）…など

多様な背景・日本語レベル・学習ニーズをもつ人が共に学ぶ

個々の学習者に寄り添いつつ、クラスの協働学習を促す
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条約難民クラスでの配慮

◆精神面への配慮
様々な経験、背景、精神状態や心理
本国での豊富な教育・社会体験とのギャップ

◆個人情報の取り扱いへの配慮

難民本人だけでなく母国の家族についても同様

教師には、学習者の背景を理解しようとする
姿勢、配慮が求められる。

AJALT



③第三国定住難民コース
対象：第三国定住難民 （出身：ミャンマー少数民族）

家族で来日し、入国から定住まで一緒に移動する。
（第10陣からは単身者の受け入れも開始）

＜学習者の特徴＞

キャンプから来日した難民には、学校教育を受ける機会がなかった人、
非識字者も含まれ、社会体験にも乏しい場合が多かった。
マレーシアから来日した難民は都市型生活に慣れており、中には比較
的学歴の高い人もいるが、就学歴のない人も一定数いる。

教師は一人一人の学習背景に配慮し、それぞれの能力
に応じて、自信をもって地域社会に入るためのコミュニ
ケーション力がつくように、心掛けることが求められる。



【内容】生活者のための日本語

難民およびその家族が日本社会で自立した生活を営むために必要な

日本語力を身につける

・日常生活を営むのに必要な日本語の基礎４技能

・職場と地域（子供は学校）にソフトランディングするための

コミュニケーションの基礎力

・日本社会の生活様式、社会習慣等の基礎的知識

定住を目標とした目の前のニーズ＋日本語の土台

【方法】基本的に直接法

定住支援プログラムの日本語教育内容概要



 1クラス4～5名の講師によるチームティーチング

 各曜日の担当講師が、1日4時限の授業を

行う。（夜クラスは2時限）

決められた時間割はなく、その日の担当講師が

1日の授業を組み立てる。

 講師間の引継ぎは、毎日の授業報告で行う。

その日の授業を振り返り、授業の内容を講師間で

共有し、翌日の講師はそれをもとに次の授業を

繋いでいく。 AJALT

RHQ支援センターの日本語講師体制



【学習項目例】
１．自己紹介 13. あなたがコーチ
２．何がある？誰がいる？ （地域参加活動）
３．買い物・外食 １４．緊急事態発生
４．一日の生活 15．公共マナー
５．交通安全・交通機関 16．ふるさと紹介
６．町へ出かけよう 17．定住生活にむけて
７．健康と病気・病院の利用 （そのほか…）
８．身近な人をもっとよく知る 人物紹介
9．仕事と職場 比べてみよう
10．季節の行事 郵便受けのもの
11．地域のコミュニケーション 教室に来る前の私、今の私、
12．職場のコミュニケーション これからの私

＜学習発表会＞

ユニット学習（総合型・活動型学習）

体系的な文字・語彙学習
（ひらがな・かたかな
基本漢字・生活漢字）

文型・文法の整理
作文、読解
学習日記 プロソディ

日本語 572時限
生活ガイダンス

120時限
（1時限＝45分）

日本語の詩や
歌による学習

日本語教育プログラム（大人）の概要

一般言語項目（技能別学習）



第三国定住難民 子どもクラス
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目標＝学校へのソフトランディング

３．自己のアイデンティティに自信をもって生活できる力

２．学校生活のための知識と行動力（生活指導）
学校用語
学校生活習慣

１．学習に必要な日本語の基礎力
コミュニケーション力
文字力
日本語構文力の基礎

AJALT



学習内容（子どもクラス）
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衛生習慣、身だしなみ、交通安全、
学校生活習慣（朝の会、忘れ物検
査、掃除 etc) 季節行事、

生活指導

挨拶、友達作りのための表現等、
日常生活・学校生活のために必
要な知識やコミュニケーション力

ユニット学習 一般言語学習

ひらがな・かたかな・漢字 語彙
絵本読み聞かせ、子ども図書館
国語教科書音読、プロソディ等

国語、算数、生活、理科、社会、
体育、音楽、図工、家庭科

教科学習の基礎

近隣の小学校での3~4週間程度の学校生活
学校体験

AJALT



１．わたしについて １０．学校生活

２．何がある？誰がいる？ １１．日本の遊びと

３．家に何がある？ 友だちづくり

４．買い物 １２．季節の行事

５．わたしの一日 １３．学校体験に向けて

６．好きなもの・大切なもの １４．戸外学習

７．交通機関・交通安全 １５．その他

８．町へ出かけよう

９．健康と病気

＜子どもユニット学習項目例＞

AJALT
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プロソディ （詩と歌による学習）

・ことばを五感で感じる

・ゆったりした雰囲気で自己表現

・ほんものに触れる

・日本語のリズムを自然に身につける

・文法の無意識的な刷り込み、語彙の増加

・レベル差を超えて、多様な背景の人たちがともに楽しむ

30AJALT

葡萄に種があるように



ウクライナ避難民向け日本語教材開発
ウクライナ語で日本と出会う あおぞら はじめて学ぶ日本語

『あおぞら』は、ウクライナから来日した方々の日本語
学習をサポートするために作られた教材です。
【特色】
■巻頭に、ウクライナ語で日本の地理、歴史、文化や日本語
の特徴を紹介した読み物を掲載

■日本語会話は、ウクライナ語訳とキリル文字での発音表記
付き

■サイトからダウンロードできる音声データをアップ

■要所にウクライナ語による「もっと知りたい日本のこと」や
「文法メモ」を掲載



ウクライナ語訳のみのコラムで
日本と日本語について知ることから

日本と出会う

「日本の地理」「日本の食生活」
「世界と日本」「日本の伝統行事」

「現代日本の若者文化」「日本の文字」

日本語の特徴

「文法」「音声」「文字」



はじめて学ぶ
日本語

音声データで
自習も可能

ウクライナ語訳 キリル文字の発音表記付

ウクライナ語による「もっと知りたい日本のこと」や「文法メモ」掲載



付録

分類語彙辞書

語彙まとめ表

生活の中の漢字
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